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1. 2023年3月期の連結業績（2022年4月1日～2023年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期 263,831 4.6 18,164 △17.5 19,570 △11.7 13,079 △17.7

2022年3月期 252,322 10.9 22,011 43.2 22,174 35.9 15,889 32.3

（注）包括利益 2023年3月期　　15,652百万円 （△22.8％） 2022年3月期　　20,282百万円 （0.4％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年3月期 54.65 ― 5.9 5.8 6.9

2022年3月期 65.53 ― 7.4 6.6 8.7

（参考） 持分法投資損益 2023年3月期 11百万円 2022年3月期 △24百万円

(注)潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期 335,224 221,600 66.1 926.35

2022年3月期 337,275 218,897 64.9 909.00

（参考） 自己資本 2023年3月期 221,600百万円 2022年3月期 218,897百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年3月期 11,339 △3,146 △15,232 130,232

2022年3月期 16,419 △6,096 △19,033 133,904

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年3月期 ― 22.50 ― 22.50 45.00 10,878 68.7 5.0

2023年3月期 ― 22.50 ― 22.50 45.00 10,765 82.3 4.9

2024年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

(注)2024年3月期の配当予想額は未定であります。

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 125,000 △6.2 6,000 △40.5 5,500 △52.5 3,500 △57.8 14.63

通期 265,000 0.4 16,000 △11.9 15,000 △23.4 10,500 △19.7 43.89



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） ― 、 除外 ― 社 （社名） ―

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

（注）詳細は、添付資料P.11「会計方針の変更」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期 249,020,914 株 2022年3月期 249,020,914 株

② 期末自己株式数 2023年3月期 9,802,056 株 2022年3月期 8,208,844 株

③ 期中平均株式数 2023年3月期 239,332,816 株 2022年3月期 242,481,488 株

(注)1株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、添付資料P.14「１株当たり情報」をご覧ください。

（参考）個別業績の概要

2023年3月期の個別業績（2022年4月1日～2023年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期 191,041 3.1 4,633 △2.5 25,027 19.9 22,601 18.9

2022年3月期 185,241 14.9 4,754 ― 20,880 197.1 19,011 127.2

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期 94.43 ―

2022年3月期 78.40 ―

(注)潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期 268,832 177,992 66.2 744.06

2022年3月期 265,257 169,055 63.7 702.02

（参考） 自己資本 2023年3月期 177,992百万円 2022年3月期 169,055百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.2「１. 経営成績等の概況　(1) 当期の経営成績の概況」をご覧ください。

2.決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。

(注)個別業績については、百万円未満切捨て表示となっております。
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１．経営成績等の概況

(1) 当期の経営成績の概況

（当期の経営成績）

当期における内外経済は、新型コロナウイルス感染症による経済活動への影響はグローバルで緩

和されつつあるものの、中国においてはゼロコロナ政策及び規制解除後の混乱により、経済活動の

停滞も見られました。また、原材料・エネルギー価格の高止まり、欧米におけるインフレ加速や急

激な為替変動等、先行き不透明感が一層強まる状況となりました。

この環境下、当期の売上高は、時計が１，５７４億円、コンシューマが８６３億円、システムが

１４６億円、その他が５３億円で２，６３８億円となりました。

時計は、中国における景気減速の影響を受けたものの、国内でのインバウンド需要の回復、「Ｇ

－ＳＨＯＣＫ」の『ＧＭＷ－Ｂ５０００Ｄ』など高価格帯の製品や、『２１００』シリーズが好調

に推移するなど、増収となりました。

教育は、電子辞書が学校での販売会の中止などの影響を受けた一方、関数電卓はインド・ＡＳＥ

ＡＮやオセアニアなどの地域でペントアップ需要を取り込み、増収となりました。楽器はインフレ

影響によるエントリーモデルの需要減などの影響を受け、減収となりました。

システムは、大型案件の納入が進み増収となりました。

営業利益は、時計が２３５億円、コンシューマが４３億円、システムが△２５億円、その他が３

億円、調整額が△７５億円で１８１億円となりました。

また、経常利益は１９５億円、親会社株主に帰属する当期純利益は１３０億円、１株当たり当期

純利益（ＥＰＳ）は５４円６５銭となりました。

（今後の見通し）

今後の世界経済は、長期化する各種原材料、エネルギー価格の高騰、ロシア・ウクライナ情勢に

よる世界経済への影響、世界的なインフレ進行が懸念され、依然として予断を許さない状況です。

このような事業環境の下、当社はこのたび、２０３０年度を見据え、２０２４年３月期を初年度

とする３ヵ年の中期経営計画を公表いたしました。３ヵ年の中計期間は、収益基盤強化期、変革・

イノベーション創造期と位置づけ、２０３０年度の企業価値最大化を目指します。

中期経営計画の主な施策は、以下の通りです。

① 時計事業は、「Ｇ－ＳＨＯＣＫ」の高価格帯のメタルジャンルを中心とした政策投資の実行、

及び直営・ＥＣ比率の拡大による収益力の回復

② ＥｄＴｅｃｈ事業は、関数電卓や電子辞書のハード事業とアプリのソフト事業の融合の加

速。サウンド事業は、電子ピアノ「Ｐｒｉｖｉａ」を中心としたライフスタイルを基軸とし

たブランドポジションの確立

③ システム事業は、選択・集中とリソースの再配分による効率的な事業運営

④ 新規領域は、次代の事業の柱となるＮｅｘｔコア領域の見極めと育成

※次期より、教育事業をＥｄＴｅｃｈ事業、楽器事業をサウンド事業に名称を変更します。

現時点での２０２４年３月期の業績見通しは、以下の通りです。

（連結業績見通し）

売上高 ２，６５０億円（前期比 ＋ ０．４％）

営業利益 １６０億円（前期比 △ １１．９％）

経常利益 １５０億円（前期比 △ ２３．４％）

親会社株主に帰属する当期純利益 １０５億円（前期比 △ １９．７％）

次期の為替水準は１ＵＳ＄＝１３０円、１ユーロ＝１４５円を想定しております。
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(2) 当期の財政状態の概況

当期末の総資産は、投資有価証券の減少などにより、前連結会計年度末比２０億円減少の３,３５２

億円、純資産は、前連結会計年度末比２７億円増加の２,２１６億円となり、その結果、自己資本比率

は前連結会計年度末比１．２ポイント増の６６．１％に上昇しました。

キャッシュ・フローの状況については、営業活動によるキャッシュ・フローは１１３億円の収入、

投資活動によるキャッシュ・フローは３１億円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローは１５２

億円の支出となり、その結果、当期末における現金及び現金同等物は１,３０２億円となり、十分な

流動性資金を確保しております。

当グループは今後も引き続き事業資産の効率的運営の徹底を図り、安定的かつ強靭な財務体質の構

築に取り組んでまいります。

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様の利益を維持・拡大することを重要な経営課題と位置付けており、安定配当

の維持を基本に、利益水準、財務状況、配当性向、将来の事業展開・業績見通しなどを総合的に勘

案した上で、成果配分を決定しております。

上記方針を踏まえ、１株当たりの期末配当金につきましては、２２円５０銭といたしました。こ

の結果、当期の１株当たりの年間配当金は、既に実施しております中間配当金２２円５０銭と合わ

せて、４５円となります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本

基準で連結財務諸表を作成する方針であります。

　なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針で

あります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

(1) 連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 98,093 86,775

受取手形 242 159

電子記録債権 1,190 1,062

売掛金 27,583 28,997

有価証券 37,000 43,899

製品 44,829 46,401

仕掛品 5,704 5,846

原材料及び貯蔵品 10,284 12,869

その他 6,462 6,776

貸倒引当金 △619 △470

流動資産合計 230,768 232,314

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 58,673 59,176

減価償却累計額 △44,358 △45,684

建物及び構築物（純額） 14,315 13,492

機械装置及び運搬具 15,030 15,268

減価償却累計額 △12,249 △13,076

機械装置及び運搬具（純額） 2,781 2,192

工具、器具及び備品 34,869 36,277

減価償却累計額 △32,123 △33,671

工具、器具及び備品（純額） 2,746 2,606

土地 33,046 33,094

リース資産 8,447 9,454

減価償却累計額 △4,566 △5,299

リース資産（純額） 3,881 4,155

建設仮勘定 616 883

有形固定資産合計 57,385 56,422

無形固定資産 9,920 10,760

投資その他の資産

投資有価証券 16,496 10,197

退職給付に係る資産 15,849 16,133

繰延税金資産 5,268 7,724

その他 1,617 1,702

貸倒引当金 △28 △28

投資その他の資産合計 39,202 35,728

固定資産合計 106,507 102,910

資産合計 337,275 335,224
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,235 16,650

短期借入金 235 239

1年内返済予定の長期借入金 8,000 25,500

未払金 15,988 15,201

未払費用 12,328 13,040

未払法人税等 2,429 2,471

契約負債 4,841 3,391

製品保証引当金 720 700

事業整理損失引当金 ― 32

事業構造改善引当金 1,082 794

その他 6,808 5,526

流動負債合計 71,666 83,544

固定負債

長期借入金 41,500 24,000

繰延税金負債 1,291 1,291

事業整理損失引当金 ― 407

事業構造改善引当金 320 612

退職給付に係る負債 653 690

その他 2,948 3,080

固定負債合計 46,712 30,080

負債合計 118,378 113,624

純資産の部

株主資本

資本金 48,592 48,592

資本剰余金 50,137 50,123

利益剰余金 124,416 126,694

自己株式 △12,263 △14,397

株主資本合計 210,882 211,012

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,626 1,911

為替換算調整勘定 3,705 8,459

退職給付に係る調整累計額 1,684 218

その他の包括利益累計額合計 8,015 10,588

純資産合計 218,897 221,600

負債純資産合計 337,275 335,224
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(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

売上高 252,322 263,831

売上原価 142,295 151,979

売上総利益 110,027 111,852

販売費及び一般管理費 88,016 93,688

営業利益 22,011 18,164

営業外収益

受取利息 393 977

受取配当金 257 247

為替差益 ― 507

その他 239 276

営業外収益合計 889 2,007

営業外費用

支払利息 221 252

為替差損 198 ―

その他 307 349

営業外費用合計 726 601

経常利益 22,174 19,570

特別利益

固定資産売却益 5 2

投資有価証券売却益 1,560 1,855

特別利益合計 1,565 1,857

特別損失

固定資産除却損 32 29

減損損失 710 1,242

事業整理損 ― 2,734

事業構造改善費用 ― 590

投資有価証券評価損 87 ―

特別損失合計 829 4,595

税金等調整前当期純利益 22,910 16,832

法人税、住民税及び事業税 5,663 5,182

法人税等調整額 1,358 △1,429

法人税等合計 7,021 3,753

当期純利益 15,889 13,079

親会社株主に帰属する当期純利益 15,889 13,079
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当期純利益 15,889 13,079

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,896 △715

為替換算調整勘定 7,282 4,754

退職給付に係る調整額 △993 △1,466

その他の包括利益合計 4,393 2,573

包括利益 20,282 15,652

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 20,282 15,652

非支配株主に係る包括利益 ― ―
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(3) 連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 48,592 65,056 119,445 △24,820 208,273

当期変動額

剰余金の配当 △10,918 △10,918

親会社株主に帰属
する当期純利益

15,889 15,889

自己株式の取得 △2,455 △2,455

自己株式の処分 20 73 93

自己株式の消却 △14,939 14,939 ―

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 ― △14,919 4,971 12,557 2,609

当期末残高 48,592 50,137 124,416 △12,263 210,882

その他の包括利益累計額
純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 4,522 △3,577 2,677 3,622 211,895

当期変動額

剰余金の配当 △10,918

親会社株主に帰属
する当期純利益

15,889

自己株式の取得 △2,455

自己株式の処分 93

自己株式の消却 ―

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

△1,896 7,282 △993 4,393 4,393

当期変動額合計 △1,896 7,282 △993 4,393 7,002

当期末残高 2,626 3,705 1,684 8,015 218,897
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　当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 48,592 50,137 124,416 △12,263 210,882

当期変動額

剰余金の配当 △10,801 △10,801

親会社株主に帰属
する当期純利益

13,079 13,079

自己株式の取得 △2,241 △2,241

自己株式の処分 △14 107 93

自己株式の消却 ―

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 ― △14 2,278 △2,134 130

当期末残高 48,592 50,123 126,694 △14,397 211,012

その他の包括利益累計額
純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 2,626 3,705 1,684 8,015 218,897

当期変動額

剰余金の配当 △10,801

親会社株主に帰属
する当期純利益

13,079

自己株式の取得 △2,241

自己株式の処分 93

自己株式の消却 ―

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

△715 4,754 △1,466 2,573 2,573

当期変動額合計 △715 4,754 △1,466 2,573 2,703

当期末残高 1,911 8,459 218 10,588 221,600
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 22,910 16,832

減価償却費 11,392 10,962

減損損失 710 1,242

固定資産除売却損益（△は益） 27 27

投資有価証券売却損益（△は益） △1,560 △1,855

投資有価証券評価損益（△は益） 87 ―

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 57 △7

受取利息及び受取配当金 △650 △1,224

支払利息 221 252

為替差損益（△は益） △106 345

持分法による投資損益（△は益） 24 △11

売上債権の増減額（△は増加） 2,075 △220

棚卸資産の増減額（△は増加） △7,946 △2,305

その他の流動資産の増減額（△は増加） △521 △281

仕入債務の増減額（△は減少） △2,633 △3,361

その他の流動負債の増減額（△は減少） 1,113 △3,694

未払又は未収消費税等の増減額 △207 398

その他 △2,214 △1,624

小計 22,779 15,476

利息及び配当金の受取額 623 1,216

利息の支払額 △222 △252

特別退職金の支払額 △1,137 ―

法人税等の支払額 △5,624 △5,101

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,419 11,339

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,436 △6,592

定期預金の払戻による収入 741 7,395

有形固定資産の取得による支出 △4,151 △4,636

有形固定資産の売却による収入 529 14

無形固定資産の取得による支出 △6,823 △6,410

投資有価証券の取得による支出 △4 △2

投資有価証券の売却及び償還による収入 4,882 7,136

その他 166 △51

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,096 △3,146

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 82 4

長期借入れによる収入 ― 8,000

長期借入金の返済による支出 △3,831 △8,000

自己株式の取得による支出 △2,455 △2,241

リース債務の返済による支出 △1,911 △2,194

配当金の支払額 △10,918 △10,801

財務活動によるキャッシュ・フロー △19,033 △15,232

現金及び現金同等物に係る換算差額 5,561 3,367

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,149 △3,672

現金及び現金同等物の期首残高 137,053 133,904

現金及び現金同等物の期末残高 133,904 130,232
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（ASU第2016-02号「リース」の適用）

米国会計基準を適用している在外連結子会社は、当連結会計年度より、ASU第2016-02号「リー

ス」を適用しております。これにより、リースの借手は、原則としてすべてのリースを貸借対照

表に資産及び負債として計上することとしました。当該会計基準の適用にあたっては、経過的な

取扱いに従っており、会計方針の変更による累積的影響額を適用開始日に認識する方法を採用し

ております。

この結果、当連結会計年度の連結貸借対照表において、有形固定資産の「リース資産（純

額）」が370百万円、流動負債の「その他」が119百万円及び固定負債の「その他」が259百万円

増加しております。当連結会計年度の連結損益計算書及び１株当たり情報に与える影響は軽微で

あります。
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（セグメント情報）

１. 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取
締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって
いるものであります。

当社は、製品、サービスの内容及び販売市場、顧客の種類により「時計」、「コンシュー
マ」、「システム」及び「その他」の４つを報告セグメントとしております。

各報告セグメントに属する主要な製品及びサービスの種類は次のとおりであります。
時計……………ウオッチ、クロック等
コンシューマ…電子辞書、電卓、電子文具、電子楽器等
システム………ハンディターミナル、電子レジスター、経営支援システム、データプロジェ

クター等
その他…………成形部品、金型等

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法
報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用さ

れる会計方針と概ね同一であります。セグメント間の内部収益は市場実勢価格に基づいておりま
す。

３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日) (単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２時計 コンシューマ システム その他 合計

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 152,278 81,186 13,307 5,551 252,322 ― 252,322

　(2) セグメント間の内部
　 売上高

0 0 48 7,959 8,007 △8,007 ―

計 152,278 81,186 13,355 13,510 260,329 △8,007 252,322

セグメント利益
又は損失（△）

27,863 5,917 △2,268 367 31,879 △9,868 22,011

セグメント資産 124,380 81,138 19,937 12,482 237,937 99,338 337,275

その他の項目

　減価償却費 4,591 3,732 1,651 473 10,447 945 11,392

　のれんの償却額 34 ― ― ― 34 ― 34

　持分法適用会社への投資額 ― ― ― 207 207 ― 207

　有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

4,728 4,387 1,557 375 11,047 1,917 12,964

（注）１. 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額△9,868百万円には、各報告セグメントに配分していない全社
費用△9,868百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管
理部門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

(2) セグメント資産の調整額99,338百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産99,507百万
円が含まれております。

(3) 減価償却費の調整額945百万円は、報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資産の減価償却費であ
ります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額1,917百万円は、報告セグメントに帰属しない管理部
門の設備投資額であります。

２. セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

　



カシオ計算機(株)（6952） 2023年３月期決算短信

－13－

当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日) (単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２時計 コンシューマ システム その他 合計

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 157,482 86,352 14,619 5,378 263,831 ― 263,831

　(2) セグメント間の内部
　 売上高

― ― 30 6,287 6,317 △6,317 ―

計 157,482 86,352 14,649 11,665 270,148 △6,317 263,831

セグメント利益
又は損失（△）

23,584 4,341 △2,530 356 25,751 △7,587 18,164

セグメント資産 128,671 82,271 20,805 11,579 243,326 91,898 335,224

その他の項目

減価償却費 4,745 4,020 1,195 341 10,301 661 10,962

のれんの償却額 ― ― ― ― ― ― ―

持分法適用会社への投資額 ― ― ― 218 218 ― 218

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

6,141 4,687 1,518 303 12,649 635 13,284

（注）１. 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額△7,587百万円には、各報告セグメントに配分していない全社
費用△7,587百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管
理部門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

(2) セグメント資産の調整額91,898百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産92,199百万
円が含まれております。

(3) 減価償却費の調整額661百万円は、報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資産の減価償却費であ
ります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額635百万円は、報告セグメントに帰属しない管理部門
の設備投資額であります。

２. セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり純資産額 909円00銭 １株当たり純資産額 926円35銭

１株当たり当期純利益 65円53銭 １株当たり当期純利益 54円65銭

(注) １. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　 ２. １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 218,897 221,600

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 218,897 221,600

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数（千株）

240,812 239,219

３. １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 15,889 13,079

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

15,889 13,079

普通株式の期中平均株式数(千株) 242,481 239,333
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（重要な後発事象）

（自己株式の取得及び消却）

当社は、2023年５月11日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替

えて適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得することを決議するとともに、会

社法第178条の規定に基づき、自己株式を消却することを決議いたしました。

１．自己株式の取得及び消却を行う理由

株主還元の拡充、資本効率の向上ならびに経営環境に対応した機動的な資本政策として、自己

株式の取得及び消却を行うものです。

２．取得に係る事項の内容

(1) 取得対象株式の種類：当社普通株式

(2) 取得し得る株式の総数：7,500千株（上限）

(3) 株式の取得価額の総額：10,000百万円（上限）

(4) 取得期間：2023年５月12日から2023年８月31日

(5) 取得方法：東京証券取引所の立会市場における買付け

３．消却に係る事項の内容

(1) 消却する株式の種類：当社普通株式

(2) 消却する株式の数：上記２により取得した自己株式の全株式数

(3) 消却予定日：2023年９月29日

（早期退職優遇制度の実施）

当社は、2023年５月11日開催の取締役会において、下記のとおり、早期退職優遇制度の実施を

決議いたしました。

１．早期退職優遇制度を実施する理由

当社は急激な環境変化に対応すべく、業務プロセスのデジタル化を中心とした「事業・仕事・

働き方」の変革に取り組んでおります。さらに、将来の持続的成長のためには、人材パフォーマ

ンスの最適化を図る必要があり、その最適化施策の一環として、また、社員の多様なライフプラ

ン支援のため、この度、早期退職優遇制度を実施することといたしました。

２．早期退職優遇制度の概要

(1) 対象者 当社の開発部門、生産管理部門、サービス部門、物流部門に在籍する勤続

　 10年以上の社員の内、マネジャーを除く50歳以上の社員

(2) 募集人員 特に定めない

(3) 募集期間 2023年５月26日から2023年６月８日まで（予定）

(4) 退職日 2023年８月20日（予定）

(5) 優遇措置 通常の退職金に特別退職金を加算して支給する。さらに、希望者に対して

　 は再就職支援を行う。

３．早期退職優遇制度の実施による損失の見込額

現時点では募集期間前であることから、損失の見込額は未定です。

　


